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　6月29日、株式会社ロイズコンフェクﾄの代表取締役社長山崎泰博氏はじめ山崎
常務取締役、当別町太美地区及び札幌市北区あいの里の各工場から石川赳雄氏、
谷口啓之氏の計４名の来訪がありました。本学では東郷理事長、浅香学長らと懇談を
行い、今後の学生・教職員を含めた連携・協力の可能性などについて話し合いが行わ
れ、具体的にはポリフェノールを多量に含むカカオ豆の学術的研究、新製品の開発時
における本学学生からのアイデア活用、本学医療機関の利用など教職員ばかりでなく
学生も含めた有効な交流を模索していくこととなりました。懇談の後は本学の施設、薬
用植物園・薬草温室、中央講義棟10階等を見学していただきました。
　来訪に際し、山崎社長からロイズの直営農場がある石垣島産の幹生果（カカオポッ
ド）を贈呈いただきました。このカカオポッドから種子を取出し、本学薬用植物園で栽培
を試みる予定です。

医療法人と地域医療の充実へ力を合わせて取り組みます。左から社会
医療法人社団カレスサッポロの大城辰美理事長、本学浅香学長、本学
東郷重興理事長。

カレスサッポロは札幌市内に「時計台記念病院」（250床）と「北光記念病院」
（145床）の2病院に加え、2つのクリニック、介護老人保健施設、クリニカル・シ
ミュレーションセンター、在宅医療福祉支援センターを運営しています。カレス
サッポロの運営する2病院は本学の関連病院として臨床実習の場となり、実践
教育の質向上を図ることが期待できます。新法人の設立で学生と医師、医学と
の距離を縮め、多職種連携教育をより深く効果的なものへと進化させます。

臨床教育体制がいっそう充実します。
カレスサッポロは本学の実習生受け入れをはじめとした実践教育への協力
のほか、本学「地域包括ケアセンター」への医師派遣、在宅患者の急変時
の入院支援などを行うことが予定されています。慢性期患者の在宅ケアを担
う「地域包括ケアセンター」と急性期医療を担うカレスサッポロが補完し合う
ことで切れ目ない地域医療体制の実現を図り、社会への貢献をめざします。

本学の「地域包括ケアセンター」とも連携。

2016年4月本学は、札幌市で2病院を運営するカレスサッポロと地域医療連
携推進法人を設立する合意書を締結しました。設立予定の新法人では、一歩
進んだ地域医療体制実現をめざすとともに、本学学生の実践教育の強化を
図ります。

2016年4月カレスサッポロと
「地域医療連携推進法人」設立を合意。

株式会社ロイズコンフェクトの
山崎社長ら4名が来訪。

時計台記念病院
札幌の都心部にあり、専門化された12の診療センターが連
携し、質の高い地域医療を展開しています。病床数は250床。

北光記念病院
急性心筋梗塞や不整脈などすべての循環器疾患に対応
する専門病院です。病床数は145床。

時計台記念クリニック
幅広い内科の総合診療に加え、数多くの専門外来を有
しています。

北光記念クリニック
内科、循環器内科等4診療科を開設し、生活習慣病改善
プログラムにも力を入れています。

けあ・ばんけい
定員100名の介護老人保健施設です。

クリニカル・シミュレーションセンター
看護師のためのスキルアップ施設です。

カレスサッポロ運営病院・施設

前列中央が山崎社長、後列右から順に山崎常務、谷口氏、石川氏。

贈呈いただいたカカオポッドを前に理事長、学長との話も弾みました。


